
 

 

 

 

 

 

平成２９年度 

ＪＡ自己改革の取組成果報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 平成２７年度に⾏われた第２７回県ＪＡ大会の決議に基づき、ＪＡグルー

プ茨城ではそれぞれの組織が『⾃⼰改⾰⼯程表（平成２８年度〜３０年度の

３ヵ年計画を兼ねる）』を作成し、その実践に取り組んできました。 

本冊⼦は、３ヵ年計画の第２年次が終了したことを受けて、ＪＡグループ

茨城の改⾰の成果・実績を要約・集約し、共有化するとともに、情報発信す

ることを目的としたものです。 

本冊⼦は、「Ⅰ．第２７回県ＪＡ大会決議の取組成果（概要）」、「Ⅱ．ＪＡ・

連合会の⾃⼰改⾰成果」から構成されています。 

「Ⅰ．第２７回県ＪＡ大会決議の取組成果（概要）」については、平成２９

年度における県内ＪＡ・連合会の⾃⼰改⾰を俯瞰し、特に成果のみられた項

目や特徴的な取り組みを抽出したものです。 

「Ⅱ．ＪＡ・連合会の⾃⼰改⾰成果」については、各組織が⾃らの取り組

みのアピールポイントをとりまとめたものです。 

ＪＡグループ茨城は、今後とも危機感をもって⾃⼰改⾰に取り組み、⾃⼰

改⾰⼯程表に掲げた残りの１年間で成果の最大化に努めてまいります。 

平成３０年６月 

ＪＡグループ茨城 

はじめに 
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ＪＡ自己改革
の成果

農業者の所得増大に
貢献しています

ＪＡ水戸は、組合員や地域利用者の皆さまの声に耳を傾けながら、
自己改革を主体的に取り組み、農業者の所得増大に貢献しています。

１）営農指導事業
営農相談員（ＴＡＣ）を中心とした、農家経営管理支援強化を行っています。

●営農相談員（ＴＡＣ）を増員

10 13名 名

平成28年度
平成 29年度

➡
従来の地区別担当１０名に加え、生産資材提案などの
相談活動を行う経済ＴＡＣ３名を増員しました。

３）生産資材購買事業
①新しい形での農業資材店舗運営
ＪＡ系統と商系業者が協力する、
全国初の農業資材店舗
「ＪＡ水戸 農家の店しんしん内原店」を
平成29年9月にオープンしました。

★農業資材約 2万点
　豊富な品揃え
★専属スタッフが常駐
★年間 360日営業

②農業機械導入助成
ＪＡ水戸では、ＪＡグループ茨城「農業機械導入助成事業」に取り組み、管内の将来中核となる農業者を
対象に、平成27年度より農業機械購入にかかる費用を一部助成しています。

●無利子農業貸付の拡大
認定農業者の育成に必要な資金の無利子貸付を
拡大しています。

平成 29年度
（Ｈ29.11 末現在）

➡166件
205件

平成 27年度
（Ｈ28.1 末現在）

認定農業者資金
貸付件数の推移

23.5％ＵＰ

平成29年度までで、　　　　　　　　　　　　　　　　　　を助成　　　112件  1億 3,500万円

62億4,800万円
70億 5,500万円

うち買取米
1億4,200万円

うち買取米
2億6,400万円

12.9％ＵＰ
青果物販売においては、契約品目の
拡大による、農業収入の維持・強化
に努めています。

平成 26年度
48億7,900万円

平成 28年度
56億2,800万円➡

直売所含む85.9％ＵＰ

平成 28年度

平成 26年度
15.4％ＵＰ

うち青果物販売高

②施設の整備・充実
農業所得増大に向け、
組合員の皆さまの要望に
応える農業関連施設の
整備・充実を図りました。

常澄ライスセンター
テント倉庫
常澄ライスセンター
テント倉庫 ひぬま予冷庫ひぬま予冷庫

２）農畜産物販売事業
生産力強化・販売チャネルの拡大を実践しています。

①農産物販売高の推移

➡

JA 水戸



― 14 ―

JA 常陸
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JA 日立市多賀
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JA 茨城旭村
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JA しおさい
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JA なめがた
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JA 稲敷
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JA 茨城かすみ
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　JAを取り巻く農業情勢等では、政府は農業改革の一環として農協法改正を打ち出し、JAグループの事業・

組織の根幹にかかわる大幅な法改正となりました。また、TPP交渉では大筋合意を受け、将来的に多くの農

産物の関税撤廃が明らかとなり、国内農業に甚大な影響を及ぼすことが予想されます。 

　これらの情勢を受け、JAでは自らの改革と位置づけ、地域農業の振興と農業者の所得増大に向けて、実需

者ニーズに基づく販売戦略を構築し、品目別産地育成に努めます。 

　特に、花卉、トマト、大根、西瓜など地域農産物ブランドの確立を目指すと共に、米の生産集荷では、地

域をリードする買取価格を設定し、農業者の所得増大に貢献して参ります。 

【自己改革に対する基本的考え方】 

【農業者の所得増大への取組】 
NO１．小菊等「花卉」の良品生産への取組   

　花卉園芸部会では、小菊出荷の品質の向上対策としてJA営農指

導員や全農、改良普及センター、部会会員で圃場をくまなく巡回

し、生育状況や病害虫の有無などを確認する検見会を行っていま

す。それぞれの圃場を見て意見交換し、一層の品質安定を目指し

ます。栽培方法やアイデア、ベテラン生産者が培ってきた栽培技

術を部会員全体に伝えるなど、切磋琢磨に努めています。 

　平成29年度では、新規部会員の加入もあり作付面積も増加し品

質向上を目指し現地圃場巡回指導等にも積極的に取り組みました。病害虫の発生等も減少し出荷数が前年よ

り増加しましたが取扱高においては722万円下回った１億3,806万円となりました。 

NO２．「うしく河童大根」大根洗浄選別施設フル稼働 

　平成４年に「河童大根」のネーミングで出荷を開始し、現在は

JA竜ケ崎大根生産部会として26名の部会員のもと、年間13万ケー

スを主に京浜方面へ出荷しています。 種苗会社と連携して毎年

品種比較試験を行い、生産者全員が生産履歴の記帳を行っている

ことなどが考慮され、平成17年６月に茨城県で初の大根による銘

柄推進産地の指定を受けました。河童大根は白くきめ細かく、柔

らかくて甘みのある大根です。 使用農薬を減らした部会独自の

防除基準を作成し、生産者全員が生産履歴記帳を行うなど、 皆

様に安心しておいしさを味わってもらえるよう日々努力しています。 

　大根栽培では、洗浄・選別・梱包の作業が労働時間に占める割合が高く、作付面積拡大の課題となってい

ましたが、JAの大根洗浄選別施設を平成24年に導入以来、大幅に労働時間が短縮され、栽培面積の拡大と良

品生産が可能となりました。平成29年度は、新規加入者もあり面積が前年より５ha増加し出荷数量も増加し

ましたが前年の単価には届かず取扱高は、１億9,172万円となり前年比97％の実績となりました。 

JA 竜ケ崎
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【農産物直売所の再構築へ向けたJA間ネットワーク】 

【地域貢献活動への取組】機能別消防団：JA消防隊を結成 

　管内２カ所に設置の農産物直売所では、旬の地域農産物を消費

者にお届けする恒例のイベントを毎年を開催しています。地域農

業の活性化に努めると共に、地域住民に新鮮で安全な農産物をお

届けする地産地消を推進しています。恒例のイベントでは、旬の

農産物を生産者自ら店頭に立って販売、商品説明を行うなど地域

住民とのコミュニケーションの場ともなっています。季節ごとの

地域農産物のイベントは地域でも定着し、好評を博しています。 

　平成29年度も直売所では品揃えを一層充実しようと、近隣のJA

と連携し各地の特産物を各直売所で取扱う、地域JA間連携のネッ

トワーク機能を構築しました。今後、バリエーション豊かな地域

農産物を皆様にお届けして参ります。 

　 JA竜ケ崎の30歳～40歳代の職員12名で、年々減り続ける消

防団員を確保し、災害に備えるため、龍ケ崎市からの要請を

受け、機能別消防団JA消防隊を27年５月に結成し、地域防災

活動を実施しています。地域消防団員の市外勤務者が増え、

日中の火災対応等に支障が出ている現状の中、JA隊は勤務時

間内に発生した災害の防御活動に当たります。行政以外の事

業所単位で消防団活動を行うのは県内で初となりました。市

から貸与されたCD－Ⅰ型消防ポンプ車で火災現場に駆けつけ、

勤務時間内に限定する「機能別消防団員」として、地域貢献

活動を展開しています。 
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JA 茨城みなみ
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JA つくば市谷田部
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JA やさと



― 53 ―

JA 新ひたち野
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JA 北つくば
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JA 常総ひかり
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JA 岩井
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